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タイトル「楽しかった冬休み」 
 

 

 

（小学校1年生 あき さん） 

 

 

◇表紙に掲載する子どもの描いた絵を募集しています◇ 

絵を送る際に、①絵のタイトル ②絵の説明（30字程度） ③掲載するお名前 ④学年（年齢） ⑤保護者の方

の連絡先（氏名・メールアドレスまたは電話番号）を明記のうえメールまたは FAXにて送ってください。 
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震災から 3 年が過ぎ、愛知県に避難している方たちは今、どんなことを感じ、何を考え、何をしているの

でしょうか。共感や新たな気づき、次につながる何かを見つけるきっかけになって欲しいという思いで、同

じ愛知県に避難している方の今をリレー形式で紹介していきます。 

 

自分たちの欠片を探して 
 

先日、子供達の母校へ 3年 8カ月ぶりに教室

に残された私物・学用品の引き取りに保護者の

みで行ってきました。 

子供達は 15 歳未満

のため福島第一原子

力発電所から 10 ㎞ほ

ど南に位置する小学

校へは立ち入る事が

できません。 

教室の黒板には

2011 年 3月 11 日

（金）の日付けと当

日が日直だった娘の

名前が今も残されて

いました。 

震災当日に描かれた「自分の手」の絵と今の自

分の手と比べてみたり、当時使っていた学校ジャ

ージを身体に当ててみてはしゃぐ子どもの姿に流

れた時間の重みと成長の喜びを感じます。 

ぽっかりと空いていた、あの時の自分を取り

戻し笑顔に溢れた様子を見て、行ってきてよか

ったなと思います。 

夫婦共に福島県で育ったわけではありません

が、ここに骨を埋めようと決めて移住した福島

県。 

数年間の生活でできた友人・知人との御縁は

続いており、その事を感じ取るたび愛知県での

生活の心の支えとなっています。 

矢のごとく過ぎてゆく時の中で自分だけがス

ローモーションで生きている、日々を淡々と過

ごすだけでは淋しいと思い「あおぞら」の編集

委員に参加させていただいたり、交流会のお手

伝いやアロマハンドトリートメントを参加者、

支援者の方々にさせて頂きながら“生きてい

る、活かされている”瞬間を感じています。 

あなたも「あおぞら」の編集委員になってみ

ませんか？被災状況や行き先の見えない悩みも

千差万別ながらも、都合のつく時に集まって協

力しあっています。その中で雑談したり、お茶

をしたりして親交を深めています。 

興味のある方は愛知県被災者支援者センター

へ是非お問い合わせください。 

新しい仲間が増えるのを待っています。 

（あおぞら編集委員 鈴村ユカリ） 

  

帰りの会の最中に大きな
地震がやってきました 

受付で学用品を持ち出す前に 
サーベイしているところ 

１年生の教室で息子の朝顔
の種をみつけました。次年
度の１年生のために種をプ
レゼントするものでした。 

校庭には二宮金次郎の石
像の隣に空間線量を測る
機会が設置されています 
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英気は養われましたか？ 

今年度も昨年同様の三河湾リゾートリンクス

で全体交流会を開催することができました。参加

者は昨年より若干少ない 93 世帯 267 人でした。

「カレンダーに赤丸印をして、この日を楽しみに

していました」という方、1 年ぶりの友人との再

会に抱き合って喜ばれた方など、ホテル入口の受

付では、早速皆さんの笑顔がこぼれ落ちていまし

た。ただし残念なことに、インフルエンザのため、

やむなくキャンセルされた方も少なくなくあり

ませんでした。 

 

震災からまもなく4年という長きに亘る避難生

活で、身体と心は、意識する・しないに関わらず、

想像以上に疲れていらっしゃることが垣間見え

ました。それを参加者同士でのおしゃべりですっ

きりされたり、新たなお友だちと出会って携帯番

号を交換されたり、また、医師や弁護士などの専

門家にそれぞれの不安や問題点を真剣に相談さ

れたりする姿がありました。一方、子どもたちは、

ボランティアのお兄さんやお姉さんと思いっき

り遊んでいました。子どもは子どもなりに現在の

状況を理解しようと、その小さな胸で一生懸命受

け止めているのでしょう。その気持ちを発散して

いるようにも映りました。中には別れ際に「帰り

たくない」と泣き出す子もいました。そして、多

くの方々はゆっくりと温泉につかって、お部屋で

仲間同士や一家団欒の時間を楽しまれました。 

 

食べて、飲んで、しゃべって、笑って･･･、くつ

ろぎの時間はあっという間に過ぎましたが、年に

一度のこうした交流の場は、なくてはならない安

堵できる機会なのだと改めて感じました。今回も、

当センターの他、当該地の西尾市をはじめとする

170 名ものボランティアさん、そして協賛いただ

きました生協や企業など、本当に多くの方々のご

理解とご協力をいただいて実施することができ

ました。厚く御礼を申し上げると同時に、これだ

けたくさんの方々が、皆さんに対する思いを変わ

らず継続されているということを、どうか励みに

していただきたいと願っております。 

 

盛況のうちに無事全体交流会は終了しました

が、これからも続く普段の暮らしの中でも、いつ

でも「誰かに相談したい」「同じ境遇の人と話をし

たい」「センターを訪ねてみたい」など、お一人ひ

とりの様々な声を、ぜひセンターまでお届けくだ

さい。私たちや多くの支援者はいつでも皆様のそ

ばにいます。さぁ、明日からも元気に頑張ってい

こう！ 

 

（愛知県被災者支援センター長 栗田暢之） 

全体交流会報告 

センター長挨拶 

メインの会場に集まって交流会 
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今年度も、避難者の中から手の上がった 8 名

がボランティアスタッフ「ふるさとサポーター」

として、企画段階から相談を重ね、準備から当

日の担当までそれぞれの持ち場で活躍しました。

交流会場への参加者の集まりが遅く、最初は心

配しましたが、時間と共にふるさとサポーター

企画のコーナーはそれぞれ大盛況でした。 

 まず、似内さん（蒲郡市）のパッチワークキル

トの大作がロビーや体験コーナーなどに展示さ

れて、会場の雰囲気をなごませました。三浦さ

ん（名古屋市）のデコパージュ体験も満席で、子

どもたちやファミリーの順番待ちの行列ができ、

体験後は自作のきれいな石鹸を手に嬉しそうで

した。 

 また、他の交流会でも好評の鈴村さん（名古

屋市）とボランティアさんによるハンドトリー

トメントや松本さん（尾張旭市）の整膚も、予約

がすぐに埋まってしまう状況で、「残念…」とた

め息をつきながら帰ってくる人が続出。やはり

癒し系のコーナーは大人気で、ゆったりとした

時間の中でのマッサージや施術、おしゃべりで

身も心もほぐされ、元気を回復されたようでし

た。 

 今年の交流会場は、現在お住まいの市町村ご

とのセッティングとしましたが、話題のテーマ

別の席も準備しました。特に『健康』のテーマ

では、担当の渡辺さん（名古屋市）と増田さん

（名古屋市）を中心に多くの人が参加して、専

門家・医師の松井英介さん・和子さんを囲んで

「健康手帳」や放射能の影響に

ついての相談や情報交換など

が長時間続けられました。 

（ふるさとサポーター・ 

ボランティア 戸村京子） 

 

 

 

 

 

アロマハンドトリートメントは、13 時から 17

時まですぐに予約で埋まって、多くの方をお断

りせざるを得ませんでした。 

リピーターさんと初めての方、半々くらいの

割合で来ていただき、初めての方の中には通訳・

外国人支援の神田さんの声かけのお陰で外国籍

の方が 3 名もいらっしゃいました。男性がユー

モアある発言をされて、私達みんなの笑いを誘

ったりして、身構えていた緊張感がすーっと消

えていくような感じがしました。 

若い夫婦が幼い女の子と来ていただいたとき

は、ご夫婦は向かい合わせに、女の子はお母さ

んのひざの上にちょこんと座ってもらいました。

いっぱいいるおばちゃんたちに人見知りするこ

ともなく、大切そうに持っているアンパンマン

のジグソーパズルを見せてくれたり、おしゃべ

りをしたり、途中ひざの上から降りてスタッフ

と遊んでくれるほど打ち解けて、本当にかわい

らしく終始みんなの視線を集めていました。こ

ちらも癒されました。 

私は持ち場に付きっきりで他のコーナーに行

けませんでしたが、ちらっと様子をのぞいてみ

ると、参加された方はものづくりに没頭したり、

お話が弾んでいるように見えました。 

ふるさとサポーターとして、みなさんの目的

や関心のある分野を活かしたコーナーを持てた

ことで、昨年から言われていた世代や立場を超

えた交流に繋がっていったのではないでしょう

か。 

（ふるさとサポーター・ 

アロマハンドトリートメント担当 

鈴村ユカリ） 

  

全体交流会報告（ふるさとサポーター） 

「ふるさとサポーター」がさらに「進化」!? わたしなりに続けていきたい交流のかた

ち 

アロマハンドトリートメントで
心身ともにリラックス 
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 僕には 4 才の妹がいます。今回託児ボランテ

ィアとして活動させていただくにあたり、自分

の妹と接するように遊んであげようと思ってい

ました。 

会場では、最初僕は案内係を割り当てられま

した。初めて会う方たちを案内する時にはでき

る限り安心させてあげようと思い、なるべくこ

ちらから話しかけるようにしました。話をした

子どもさんたちは「去年も来たんだよ」とか「海

でカニ探しをしたい」などと言ってとても楽し

みにしていた様子でした。 

僕が担当をさせていただいたお子さんは 3 歳

の男の子でした。まだ、まだ幼く自分の気持ち

をちゃんとした言葉で伝えられなかったので、

こちらのほうから何をしたいのか選択肢を与え

て聞きだしました。そして本人の希望で海辺に

行き、そこで一緒に遊びました。また、ホテル内

に戻ってからは、プラレールに惹かれ、それに 

夢中になっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼食の時は、エビフライが出されましたが、そ

の子が一匹を丸ごと一人で食べるのには大きす

ぎると思い、小さく切ってあげました。また、

「トイレに行きたい」と言った時、小さい子は

自分でお尻をふけないことを思い出したので、

自分が満面の笑顔でやさしくふいてあげました。

とてもすっきりした様子でうれしい表情をして

くれたので、自分は「普段自分の妹にしてきて

いることがここで役に立ってよかった」と満足

感を覚えました。 

海辺に行った時はとても緊張しました。母親

から任されたお子さんに絶対怪我をさせてはい

けないと思い、細心の注意を払いました。でも

その子は海辺でこちらの心配をよそに、本当に

元気に走り回っていました。 

愛知で避難生活をしてみえる 3 名の方たちに

実際の災害の様子を伝えていただく時間があり

ました。それぞれの方の実際の体験に基づいた

お話は心にしみいるものがありました。 

今回のボランティアで、新しい経験と有益な

知識を得ることができました。来年度もぜひ参

加させていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 

（愛知県立西尾東高等学校 1年 大西智己）

全体交流会報告（託児ボランティア） 

））） 
経験 

お兄さんお姉さんたちと近くの砂浜へ 

プラレールに夢中 

お兄さんに料理を取ってもらいます 
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大切な一日 

 今回、託児係のボランティア参加をして、久

しぶりに子どもたちと遊んだり話したりでき、

とても楽しく一日を過ごすことができました。

しかし、子どもたちはとても元気で疲れを知ら

ず走り回り、親というのは大変なんだと実感す

ることができました。また、実際に震災に遭い、

愛知に避難されてきた方たちの話を聞き、今ま

で私たちの知らなかったことや体験された方し

か分からないことなどについて貴重なお話を聞

くことができて、とても有益だったと思ったの

と同時に、まだまだ私たちが知らないことがい

っぱいあり、もっと今の東北地方の方たちが置

かれた状況を私たちは理解していかなければい

けないのではないかと考えました。 

 託児係のボランティアに参加していて「自分

の妹や弟のように接してあげてください」と言

われ、その言葉が今でも頭に残っています。こ

の言葉を聞いてからは、自分が少しでも遠慮し

ていたら子どもたちも本気で楽しめないだろう

と思い、自分の弟妹のように子どもたちと接し

ました。自分が本気で楽しむという気持ちで接

したら、子どもたちも本当に楽しんでくれまし

た。 

 実際に東北地方に行きボランティア活動をす

るには長期休みでないとできないけれど、今回

のようなボランティアなら私たちもすぐに参加

できるので、もっとさまざまなボランティア活

動に加わり、少しでも多くの方のためになれた

らと思いました。 

 この日は私にとって、とても大切な一日とな

りました。来年もまた参加したいと思います。 

 

（愛知県立西尾東高等学校 1年 兵藤京香）

 

 

貴重な体験 

僕は昨年に引き続き、今年も東日本大震災に

よって愛知県に避難されて来られた方々の全体

交流会での託児ボランティアに参加させてもら

いました。 

僕が担当したのは小学校 3 年生の男の子でし

た。初めは緊張からか、うまくコミュニケーシ

ョンが取れませんでした。けれど、一緒に折り

紙でこまを作ったり、砂浜でフリズビーなどを

して遊んでいると、次第に心を開いてくれるよ

うになり、学校での生活や家族のことなどを楽

しそうに話してくれました。また、帰る時には

笑顔で「ありがとう」と言って握手をしてくれ

ました。とても嬉しく、心が温かくなりました。 

また、僕たち高校生に避難されて来た方たちか

ら直接お話をしていただき、震災から４年が経

過しようとしている今でも解決しなければなら

ない多くの問題や取り組まなくてはならない課

題が残っていることを知りました。また、当時

の写真を実際に見せていただき、改めて地震の

怖さ、恐ろしさを実感しました。このような貴

重なお話はなかなか聞くことができないので本

当に有意義で、これからの自分の生活に生かし

ていきたいと思いました。 

数時間という短い時間でしたが子どもとふれ

あい、東日本大震災の話を聞くことができ、と

ても充実した時間を過ごすことができました。 

 

（愛知県立西尾東高等学校 2年 畔柳 司）

バルーンアートも大人気 

全体交流会報告（託児ボランティア） 

））） 
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たくさんの人とふれ合って 

 今年も託児係のボランティアをさせていただ

きました。去年とは違い、高校生二人組で子ど

もを一人または二人を預かるというものでした。

これにより午後に避難者の方の話を交代で聞か

せていただくことができました。これも去年に

はなく今年からの企画でした。 

まず、避難者の方の話についてですが、直接被

害にあった地域だけでなく、それ以外の関東の

地域でも放射線で悩まれたこと、また災害に対

しての政治の不十分・不適切な対応など、テレ

ビのニュースだけでは得られないお話を聞くこ

とができました。このことによって災害への自

分の関心が深まりました。 

そして、託児ボランティアについてです。私た

ちが預かったのは小学校 6 年生の女の子でした。

一緒にペアになった後輩は今回の参加が初めて

でした。 

去年は預かる子どもが高校生の数よりも少な

かったため、私自身はほとんど子どもたちと接

することがありませんでした。だから、今回が

実質上初めての託児体験となり、最初は不安で

した。でも、年齢が近いということもあって、じ

きに緊張感が取れ、いろいろ話をしながら楽し

く遊ぶことができました。妹と遊ぶという感覚

を楽しめました。お世話をさせていただいた子

はとても心が優しく、別れるときにはメッセー

ジ付の貝殻を渡してくれました。 

避難者の方たちとふれあうことで災害につい

てはもちろんのこと、これからの日常について

も得ることがたくさんありました。 

またこういうふうにたくさんの人たちと話を

したり、ふれあう機会があれば参加したいと思

います。 

 

（愛知県立西尾東高等学校 2年 佐藤有香）

 

 

 

 

 

 

託児支援に 

参加して 

 
 私たちの団体は、前回に続き参加させていた

だきました。2回目ということで、多少のゆとり

を持って子どもたちと接することができました。

最初に感じたのは、参加された子どもたちの中

に、高校生と一緒に遊ぶことに対して、安心感

みたいなものがあるなあということでした。で

も、高校生の語り掛けにどうしても言葉が出な

い子どもたちもいました。そんな時、高校生も

楽しめる遊びがあれば、高校生同士の会話が弾

み、一緒にいる子どもたちの緊張感や不安な気

持ちが少しずつほぐれ、お互いの距離が縮まり

やすいのではないかと思いました。子ども 1 人

に対して高校生 2 人という組み合わせも、とて

も良かったと思います。私たちにとって良かっ

たことは、託児ボランティアの人たちも 2 回目

でお互いの雰囲気をわかっていたことです。風

船のお兄さんたちが突然登場した時も、皆で盛

り上げることができ、会場の空気が和やかにな

り、子どもたちの笑顔が見られました。 

 反省点は、泣き止まない幼児たちへの対応で

す。対応の仕方を皆が共通認識していれば、も

う少しうまく対応できたかなと思いました。 

 今回一番良かったことは、参加者のお話を聞

けたことです。特に若い人たちに“伝える”とい

うことは大切なことなので、可能であればこれ

からも続けていただきたいです。 

 貴重な体験をさせていただき、ありがとうご

ざいました。 

 

（Kira まちづくり応援隊はじとび 石川）  

全体交流会報告（託児ボランティア） 

））） 

みんなでぬり絵をしました 
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第４回 全体交流会に参加して 

昨年に引き続いて三河湾リゾートリンクス

での開催でした。 

震災から４年、もうすぐ５年目になります。

その年に生まれ、初めての交流会ではお母さん

に抱っこされていた赤ちゃんも、今年は３歳と

なり元気に走り回っていました。この４月には

お母さんの手を離れ 年少さんとして幼稚園、

保育園に通い始めることでしょう。そして、幼

稚園、保育園に通っていた子どもたちも多くが

小学生。 

早いもんです。みんなお母さんやお父さんの

愛情に支えられて立派に成長しています。 

そんな姿は私の孫たちと重なります。何をや

らかしても許してしまう。私にとってはそんな

交流会でした。 

子どもさんの進学などに合わせて、借り上げ

住宅から新居へと移る予定の方のお話を伺い

ました。故郷への想いは益々強くなるけれど、

 

 

 

 

 

子どものため、前を向いて一歩づつ、「心機一転」

とはまさにこのことでしょう。ご家族のがんば

りに大きなエールを送りたいと思います。 

反面、以前の交流会では見かけていた家族が、

今回は参加されていないのが気がかりでした。

今年はインフルエンザの流行と重なったため、

直前の欠席となった方もおられるとは聞いて

いました。が、大交流会でしかお会いできてい

なかったご家族の顔がみられなかったのは

少々寂しく思いました。次回の交流会もしくは

他でお会いした時には、ぜひ元気なお顔を見せ

て頂きたいと思います。 

みなさん、今回の交流会はどうでしたか？来

年も元気な顔で再会できるよう、これからの一

年、辛い時は踏ん張り、楽しい時はみんなで笑

い、そして頑張りましょう。 

みなさん、そして元気いっぱいの子どもたち、

ありがとうございました。 

（ボランティア 今井田正一）

  

全体交流会報告（ボランティア） 

元気いっぱい走り回る子どもたち 

交流会・体験コーナーなどで思い思いの時間を過ごしました 
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今回は、海辺の知多半島南部と渥美半島にある施設をご紹介します。両地域とも温暖な気候に恵まれ、

青果・果樹は元より、花きや畜産業まで幅広く生産が行われているのが特徴です。知多地域はフキの生

産が日本一で、春の到来を告げるふきのうとうも出荷中。両地域とも風光明媚。多彩で新鮮な青果の入

手のほか、春の花々との楽しい出会いの場、暖かくなってきた日の外出先の候補にもなりそうですね。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

<耳より情報> 野菜等を栽培したいけど土地が･･･と思われる方、各市町にある「市民農園」の制

度をあたってみてはいかがでしょうか。年間 2,000 円～1 万円程度で小面積の農地が活用できま

す。愛知県農業経営課のサイトには、県内324もの農園のリストが掲載。「体験農園」や「講習」等の

仕組みがある農園もあります。URL http://www.pref.aichi.jp/nogyo-keiei/secondlife/list.html 

南知多＆田原の産直施設 

 

●愛知県で把握しているこの地域の産直施設で営業期間が長いものを上記で紹介しました。県農林政策課

（TEL 052-954-6395）が制作したインターネットサイト「あいちの農林水産 産地直売所・ふれあい体験施

設」では 300 もの全施設がご覧になれます。URL http://www.pref.aichi.jp/0000003150.html 

No 施設の名称 所在地住所 休業日 営業時間 連絡先

① ファーマーズマーケットブリオ 半田市吉田町4-173 水曜 10:00～18:00 0569-20-5410

② グリーンセンター鬼崎 常滑市新田町5-64 水曜 9:00～18:00 0569-42-1199

③ グリーンプラザ常滑北部 常滑市久米字後田133 月曜
4月～9月　9:00～18:00
10月～3月　9:00～17:00

0569-43-5304

④ 多賀の里 常滑市苅屋字洞の脇126 水曜 9:00～15:00 0569-89-2416

⑤ グリーンプラザみさき 南知多町大字片名字長谷44-15 水曜
4～9月　9:00～18:00
10月～3月　9:00～17:00

0569-63-3003

⑥ 師崎漁港朝市 南知多町大字師崎字林崎 水曜 8:00～12:00 0569-63-0349

⑦ グリーンセンター武豊店 武豊町字向田60-1 水曜 9:00～18:00 0569-72-1631

⑧ サンテパルク田原ふれあいのmori 田原市野田町芦ヶ池8
木曜、
（祝祭日の場合翌日）

9:30～17:00 0531-24-5400

⑨
ＪＡ愛知みなみ
ふれあい広場　渥美店

田原市福江町仲田26－1
火曜
（夏場は無休）

9:30～17:00 0531-32-1151

⑩
田原めっくんはうす
ふれあいマーケット

田原市東赤石5－74 年中無休 9:00～19:00 0531-23-2525

⑪ たべりん王国 田原市大草町茶園12-7
年中無休
（12/31～1/1除く）

9:00～16:00
（受付9:00～15:00）

0531-24-0133

地元の農家が育てた朝採りの新鮮な野菜や、特産品がずらりと揃う産直施設で、なばな、 

キャベツ、ブロッコリー、カリフラワー、レタス等が旬を迎えています。また、それら食材を活 

かした料理を「旬採ダイニング Mogu」がバイキングスタイルで提供しています。日本一の 

出荷量を誇る花々もならび、敷地内には温室もあるほか、体験農場や料理教室等、体験型 

プログラムも盛ん。第 4 日曜（次回 3/22 9:30～）にはフリーマーケットもあります。 

▼公共交通： 豊橋鉄道渥美線「三河田原」駅から、毎時、循環バスが出てきます（所要 28 分、乗車料金 100 円） 

⑧サンテパルクたはら産直広場 ふれあいのＭＯＲＩ（もり） 

営業時間： 9:30～17:00 毎週木曜定休    TEL 0531-24-5400 
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①2月中旬～3月中旬 

②知多市佐布里台 3-101 

③0562-54-2911 

（佐布里緑と花のふれあい公園「梅の館」）  

④梅まつり期間中（3月 15 日(日)まで）は出店が

並びます。 

佐布里
そ う り

池
いけ

梅林 

 

 

 

 

 全国の中でも温暖な季候の愛知県。早春から一足お先に花の季節を迎えます。

暖かな春の陽気に誘われて花を訪ねてみませんか。 

 今号では、綺麗な花が咲き誇る名所をご紹介します。 

＜ 花の名所 ＞ 表の見方…①見頃②所在地③問合せ先④紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●詳しい情報は愛知県観光協会のホームページ 

（http://www.aichi-kanko.jp/index.asp）からご確認いただけます 

～ 花の名所 ～

佐布里池梅林の梅 

梅 

①2月下旬～3月中旬 

②稲沢市堀之内町花ノ木 129 

③0587-22-1414（稲沢市観光協会） 

④稲沢市は植木、苗木の産地として知られていま

す。104 種類、200 本余りの梅が植栽され、全国

的にも大変貴重な見本園です。 

愛知県植木センター 梅 

①3月下旬～4月上旬 

②豊田市舞木地区 

③0565-34-6642（豊田市観光協会） 

④約 2万本もの広大な桃畑に、淡いピンクの花が

咲き誇る景色は圧巻です。 

猿投山山麓 桃 

①1月中旬～4月上旬 

②刈谷市高須町石山 2-1 

③0566-29-4330（フローラルガーデンよさみ） 

④イングリッシュガーデンや温室で、一年を通し

て様々な種類の花が咲きます。 

フローラルガーデンよさみ 
ミ
ニ
ス
イ
セ
ン 

①1月中旬～3月中旬 

②田原市伊良湖岬周辺 

③0531-23-3516（渥美半島観光ビューロー） 

④渥美半島菜の花まつり期間中（3月 31 日(火)ま

で）は周辺の店舗で菜の花料理が楽しめます。 

伊良湖 菜
の
花 

①3月下旬～4月上旬 

②豊田市足助町飯盛 

③0565-62-1272（足助観光協会） 

④飯盛山の北西の斜面約0.5haに群生する薄紫色

の花と香りが一面に広がっています。 

香嵐渓 カ
タ
ク
リ 

①1月中旬～4月上旬 

②安城市赤松町梶 1 

③0566-92-7111（デンパーク） 

④花の大温室フローラルプレイズではデンマー

クの街並みを再現しています。 

デンパーク チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

①2月下旬～3月中旬 

②犬山市字宮山 3 

③0568-67-1017（大縣神社） 

④寒紅梅をはじめ、紅梅・白梅 300 本が咲き誇る

時期には「梅まつり」が開催されます。 

大縣神社 梅 
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支援センターのスタッフがどのような経緯や思いでセンターの仕事をすることに 

なったかを紹介していきます。第 9回は事務局スタッフの森本佳奈です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 イベント名 開催地域 

12 木 ママに贈るハッピー講座 岡崎市 

14 土 

今あなたの感じているままの 

想いを語る場 

パッチワーククラブ 

 

名古屋市中区 

名古屋市東区 

15 日 ふれあいひろば小牧 小牧市 

17 火 ママに贈るハッピー講座 岡崎市 

21 土 囲碁クラブ 名古屋市東区 

28 土 パッチワーククラブ 名古屋市東区 

25 水 里山を歩きましょう 名古屋市千種区 

●詳しくは定期便に同封のチラシをご覧ください。 

皆さんのご参加をお待ちしております。 

支援センターからのお知らせ 

〒460-0001  

名古屋市中区三の丸 3-2-1 

愛知県東大手庁舎 1階 

愛知県被災者支援センター 

TEL  ：052-954-6722 

FAX  ：052-954-6993 

E-mail：aozora@aichi-shien.net 

 

あおぞらに関する 

＜宛先＞はこちら 

(表紙の絵、ご意見・ご感想など) 

＜3月の交流会等イベントカレンダー＞ 

支援センターに関西弁のスタッフがいるな、と思ったらおそらく私です。関西弁 

のようですが三重弁（正式には松阪弁）です。 

2011 年 2月 22 日、ニュージーランドで発生した地震は、その 4ヶ月前まで私が 

ワーキングホリデーで滞在していた町を襲いました。「何かしたい」と思いつつ、何もできずにい

た中で起きたのが東日本大震災です。「ニュージーランドに行くのは難しいけど東北は行ける」と

思い動く中、地元三重で岩手県山田町と三重に避難されてきた方への支援活動に関わらせていた

だくことになりました。その時に支援センターとの繋がりはあったのですが、まさか自分がそこ

で働くことになるとは思ってもなく、いろんな縁があるなと感じています。 

名古屋暮らしももうすぐ１年になりますが、元々三重の田舎育ちなので、まだ慣れない部分が

あります（特に名古屋市内の運転がドキドキします）。愛知で皆さま含め多くの方との出会いがあ

り、一つひとつを大切にしていきたいと思っています。  

 

スタッフ紹介  ～事務局 森本佳奈～ 


